
 

 

2019 年 6 月 18 日 

報道関係各位 

GMO ペパボ株式会社 

 

「ペパボ研究所」の研究員が、プログラミング言語 Goの国際会議 

『GopherCon 2019』で研究成果を発表 

 

GMO インターネットグループのGMO ペパボ株式会社（代表取締役社長：佐藤 健太郎 以下、GMO ペパボ）

で、インターネットに関する新技術の創造と実践に取り組む研究開発組織「ペパボ研究所」（URL：

https://rand.pepabo.com/）は、アメリカ・カリフォルニア州で現地時間 2019 年 7 月 24 日（水）～27 日（土）に

開催されるプログラミング言語Go の国際会議『GopherCon
ゴ ー フ ァ ー コ ン

 2019』において、所属する研究員による研究成果を

発表します。 

 本研究は、「ペパボ研究所」所属の三宅 悠介研究員が取り組む研究課題の 1 つで、フィードバック制御

を用いて、Go における並行タスク数の最適化を提案するものです。状況によって変化する最適な並行数を

継続的に算出し、制御することで、コンピューティングリソースの効率化が期待できます。 

【発表内容について】 

＜タイトル＞ 

『Optimization for Number of goroutines Using Feedback Control』 

Yusuke Miyake(GMO Pepabo, Inc.) 
 

（和訳） 

『フィードバック制御を用いた Goroutine 起動数の最適化』 

三宅 悠介（GMO ペパボ株式会社） 

 

＜概要＞ 

 ソフトウェア開発の世界では、アプリケーションの実行時間を短縮するためにタスクを分割し並行に処理

を行う手法が採用されます。Go には、これをより簡潔かつ安全に実現するための「Goroutine（以下、ゴル

ーチン）」という機能があります。 

アプリケーションが安定して高い処理性能を発揮するための最適なタスク数（ゴルーチン起動数）は、ア

プリケーションの特性やプラットフォーム、その時の負荷の状態に依存するため、開発者の経験則や地道な

試行を通して算出しなければなりません。そのため、状況が多岐に渡る場合には、最適なゴルーチン起動数

が算出できない、また、算出に多くの時間と工数を要するという問題がありました。 

 この度発表する『フィードバック制御を用いたゴルーチン起動数の最適化』では、CPU 使用率の均衡を

指標として、フィードバック制御によりゴルーチン起動数を算出するため、状況によって変化する最適な並

行数を継続的に制御することで、コンピューティングリソースの効率化が期待できます。 

 また、この最適な並行数を動的かつ継続的に求める仕組みは、クラウドコンピューティングにおける仮想

サーバー台数の最適化にも応用することができます。今後、有効な指標の選定を通して、レンタルサーバー

「ロリポップ！」の「マネージドクラウド」プランや、ココン技術研究室と共同研究を行う「なめらかなセ

キュリティ」(※1)での活用も検討していきます。 

（※1）システムの利用や運用におけるさまざまな障壁（ゴツゴツ）を取り除き、個々人に合わせた（パーソナライズした）セキュリ

ティを必要な時に必要最小限の機能として提供することで、利便性を損なわず、かつプライバシー情報も守りながらセキュリティを実

現する仕組み。 

https://rand.pepabo.com/


 

 

【『GopherCon 2019』について】（URL：https://www.gophercon.com/） 

2014 年に始まった「GopherCon」は、Go 最大の国際会議です。6 年目を迎える今年の『GopherCon 

2019』では、世界中から 1,800 名超の Gopher（Go 使用者）が参加し、200 名以上の応募の中から選ばれ

た 36 名がスピーカーとして登壇します。そのスピーカーの多くが、世界的な企業で IT に携わっています。 

 

【プログラミング言語 Goについて】 

Google によって開発され、2009 年にオープンソースとして公開された Go は、シンプルで信頼性があ

り、効率的にソフトウェアを構築することができます。高い処理性能を安定して発揮するアプリケーション

の実行と、その開発を支援する基盤やツールが提供されているため、様々なアプリケーションに利用されて

います。 

 

【「ペパボ研究所」について】（URL：https://rand.pepabo.com/） 

「ペパボ研究所」とは、GMO ペパボがこれまで様々なサービスの開発・提供で培ってきたノウハウを活

用し、インターネットの可能性を広げる「なめらかなシステム（※2）」の実現に向けた新技術を研究・開発

する、福岡オフィスの研究員を中心とした組織です。 

インターネット基盤技術や AI（機械学習）を主なテーマとし、研究開発から実装、その後の効果測定ま

でを一貫して行い、「事業を差別化できる技術」を生み出す研究開発と情報の発信を行っています。 

 

（※2）生物の細胞が持つ生命維持機能をインターネットサービスに応用した新しいシステムの構想で、AI（機械学習）により、シス

テム自体がサービスを自律制御し、異常が起きる前に自動的に再構築する仕組み。 

以上 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【GMOペパボ株式会社】（URL：https://pepabo.com/） 

会 社 名 GMO ペパボ株式会社（JASDAQ 証券コード：3633） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役社長 佐藤 健太郎 

事 業 内 容 ■ホスティング事業   ■EC支援事業 

■ハンドメイド事業  

資 本 金 1 億 5,967 万円 

【GMOインターネット株式会社】（URL：https://www.gmo.jp/） 

会 社 名 GMO インターネット株式会社（東証第一部 証券コード：9449） 

所 在 地 東京都渋谷区桜丘町 26 番 1 号 セルリアンタワー 

代 表 者 代表取締役会長兼社長・グループ代表 熊谷 正寿 

事 業 内 容 ■インターネットインフラ事業  ■インターネット広告・メディア事業 

■インターネット金融事業    ■仮想通貨事業 

資 本 金 50 億円 

 

●GMOインターネット株式会社 

グループコミュニケーション部 広報担当 石井・長井 

TEL：03-5456-2695 E-mail：pr@gmo.jp 

【報道関係お問い合わせ先】 

●GMO ペパボ株式会社  広報担当 伊早坂・田辺 

TEL：03-5456-2614 E-mail：pr@pepabo.com 

【研究開発に関するお問い合わせ先】 

●GMO ペパボ株式会社  CTO 室 財津 

E-mail：zaitsu@pepabo.com 

 

 

Copyright (C) 2019 GMO Pepabo, Inc.  All Rights Reserved. 
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